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exchange factor)で加速され、 GTPase活性はGAP(GTPaseactivating protein)で加速されるとし、う活
性制御を受ける。(細胞内濃度はGTPがGDPよりも遥かに大きい。)
上皮成長因子(EGF)受容体の活性化はRasの活性化を起こす反応のひとつである。細胞膜で活
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Time (min) 閣でGFP-Raflの密度上昇が起こる(図2)0EGFは細
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Raflは、 Ras結合ドメイン(Rasbinding domain; RBD)と呼
ばれる部位と Cysteinrich domain (CRD)としづ部位の2カ所
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で Ras.GTPと結合すると GEF活性が上昇するという説が発表された。反対に Raflの下流
(MAPK)から 80Sへのおそらく大域的な不活性化経路もある。 Rasの拡散運動範囲は制限されて
いる。うまいモデ、ルがあるだろうか?
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